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① クスダマカビ(R 株) 
 Cunninghamella elegans 
図 1 R 株の形態 
                   
② コウジカビ(Wf 株)  
Aspergillus aureolus 
図 1  Wf 株の形態






2 回ほどすすぎ、素寒天培地で培養した(培養は 25℃、1 週間程度)。培養した糸状菌をストマイシ
ン入りの PDA 培地でそれぞれ単離し、合計 30 株を単離した（Ｈ1～Ｈ30）。 
 
3） アスパラガスの病原菌への増殖抑制効果の検討 
 PDA 培地で上記の拮抗微生物ＲとＷf とアスパラガスから単離した病原菌を対峙培養させ、菌叢
面積評価にて抑制効果を判断した。菌叢面積評価方法は、デジタルカメラ(OLYMPUS STYLUS 
TG-4 Tough)で撮影後、画像計測アプリ(leafareacounter_plus_ja)を用い、菌叢面積を割り出した。
各試験を 3 連で行い、阻害率を算出した。 
 
4） 単離した菌の同定 







30 株の糸状菌（病原菌）を分離することに成功した。H1 は文献 1）より、イネ馬鹿苗病を引き起
こす菌株であると分かった。H7 は文献 2）より、ヨコバイから伝染する植物病原菌であることが
分かった。また、H17・H24 は文献 4）より、アスパラガス炭疽病を引き起こす病原性子嚢菌であ
ることが分かった。Ｈ9・Ｈ20 は Alternaria で、ハマタマボウキの Stem spot 病(文献 5))を引き起




表 1 分離した糸状菌の同定結果 
番号 学名 番号 学名 
H1 Fusarium fujikuroi  H17 Colletotrichum gloeosporioides  
H2 Fusarium equiseti  H18 Fusarium solani  
H5 （unidentified） H19 Fusarium oxysporum  
H6 Fusarium subglutinans  H20 Alternaria alternata  
H7 Bionectria ochroleuca  H21 Fusarium incarnatum  
H8 Fusarium oxysporum  H22 Fusarium proliferatum  
H9 Alternaria alternata  H23 Fusarium incarnatum  
H10 （unidentified） H24 Colletotrichum gloeosporioides  
H11 Fusarium subglutinans  H25 Fusarium subglutinans  
H12 Fusarium oxysporum  H26 Fusarium subglutinans  
H13 （unidentified） H28 Fusarium solani  
H14 Fusarium oxysporum  H29 Fusarium oxysporum  
H15 Fusarium solani  H30 Fusarium incarnatum  
H16 Fusarium oxysporum    
 
2）面積評価による抑制効果 
 対峙培養期間は R 株が 3～4 日程度に対し Wf 株が 7 日程度で、両者で増殖速度に違いがみられ
た。R 株は増殖速度が速く、病原菌を覆いつくすように増殖していた（図 3）。一方、Wf 株は培
地上での増殖速度は R 株ほど速くないが、病原菌と対峙面を形成していた（図 3）。 
拮抗微生物との対峙培養による病原菌増殖阻害率を表 2 に示す。全体的に R 株は Wf 株よりも病
原菌の増殖阻害率が高い結果となったが、H24 の子嚢菌に対しては抑制効果が弱くなる傾向が見ら
れた。 
阻害率の度数分布を図 5 に示す。R 株は 40～60％が多く、60％以上の高い阻害率を示す頻度も






図 3 H7 株および H18 株と拮抗微生物との対峙培養結果 
 
 
表 2 対峙培養結果の一覧 
H1 H2 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14
Ｒ 28.1 44.3 56.8 57.4 49.2 55.2 36.7 27.3 55.2 43.6 83.6 59.9
Ｗf 26.1 28.2 47.7 27.6 7.7 48.4 29.8 14.4 45.0 18.7 38.8 36.2
H16 H18 H19 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H28 H30
Ｒ 33.3 5.4 44.4 42.2 29.7 78.8 31.2 41.1 72.9 24.3 56.8
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 R 株では増殖速度が速いことによる物理的な抑制効果が確認され、Wf 株は培地上での増殖速度
はそれほど速くないが対峙面を形成していた（図 3）。Wf 株は対峙面が黒くなり病原菌の菌糸が
分解されているように観察できたので、病原菌の増殖を抑制する物質を生産している可能性が示唆
された。R 株は Fusarium oxysporum に抑制効果が高い結果となったが、H24 株(Colletotrichum 
gloeosporioides)には Wf 株がより抑制効果が高いと考えられた（表 2）。R 株は H24 株のような
子嚢菌に対して効果が弱く、Wf 株は抑制効果が高い可能性がある。H9 株(Alternaria alternata)
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